
編

集

後

記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
日
本
全
国
・
全

世
界
で
蔓
延
し
て
い
ま

す
。
小
・
中
・
高
校
も
全

国
で
休
校
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
感
染
拡
大
の

影
響
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
延
期
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
本
市
で
も
花
見
等

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
自
粛

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
不
要
不
急
の
外
出

は
な
る
べ
く
控
え
て
、
手

洗
い
・
う
が
い
等
自
分
で

で
き
る
自
己
防
衛
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

　

新
学
期
か
ら
学
校
も
再

開
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
重
症
化
を
防
ぐ

治
療
薬
も
臨
床
試
験
中
と

い
う
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。
一
日
で
も
早
い
感
染

症
の
終
息
と
平
穏
な
市
民

生
活
が
戻
っ
て
く
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
今
鶴
）

　

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
世
界
的
に
大
変
な

状
況
で
す
。

　

月
野
校
区
の
有
志
と
岩
川

交
番
の
警
察
官
や
安
心
安
全

の
メ
ン
バ
ー
で
、
こ
の
ま
ま

じ
っ
と
し
て
い
る
の
は
情
け
な

い
と
看
板
業
を
営
む
柴
勝
昭

さ
ん
の
協
力
を
頂
き
、
本
市

の
皆
さ
ん
を
始
め
、
多
く
の

人
に
元
気
を
与
え
よ
う
と
の

思
い
か
ら
看
板
設
置
を
企
画

し
ま
し
た
。
月
野
の
八
合
原

交
差
点
か
ら
松
山
町
に
向
う

県
道
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
見
て
元
気
を
出
し
ま
し
ょ

う
。「
み
ん
な
元
気
だ
そ
お
」

「
打
倒
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
」 

（
岩
水
）

表
紙
に
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せ
て
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鈴
木　

栄
一
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岩
水　
　

豊

　
　

〃　
　

今
鶴　

治
信

発
行
責
任
者

議　
　

長　

土
屋　

健
一

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

私
た
ち
が

　

作
っ
て
い
ま
す

い
ろ
ん
な
ご
意
見
を

　

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

夢チャレンジ夢チャレンジ
曽於市の農産物と

豊かな自然に魅せられて

　南竹さん一家は、平成 30 年夏に鹿屋市から
移住して来ました。大川原団地を選んだ理由は
自然の素晴らしさと、空港・駅へのアクセスの
良さだったそうです。
　亜紀さんは、たからべ森の学校で農業と農産
加工を学びました。現在地域の方々に支えて貰
いながら「五粒に種」の屋号で起業し、高齢化
している地元の直売所に野菜や加工品を少しず
つ出荷しています。また曽於市を好きになって
もらうために農業や自然での遊びを組み込んだ
体験ツアーも企画運営しています。

　作業療法士をしていた亜紀さんは、「将来は障がい者・児の就労支援施設をつくり、
野菜を育てそれを加工販売して、生きがいをみつけてほしい。そしていっしょに働
く人を増やして曽於市に住んでほしい」と夢を膨らませています。 （松ノ下）
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